
　平成９年に旧湯布院町と地域住民により「ゆふいん建築・環境デ

ザイン協議会」が発足し、『ゆふいん建築・環境デザインガイドブ

ック』（以下『ガイドブック』）が平成１２年に作成されました。

また、平成２３年には、屋外広告物に関する事項を追加する改訂が

行われました。

　この『ガイドブック』は、創り・守るべき「ゆふいんの風景イメ

ージ」を、地域住民のみならず、ひろく“由布院”に関わる者で共

有することを目的として作成されています。 湯布院地域における屋外広告物の設置について

由布院盆地景観計画区域屋外広告物の一般基準B（由布院盆地景観計画区域内）

※但し、由布院盆地景観計画区域外でも最大限配慮すること

１．盆地の程よい大きさを大切にし、小振りなつくりとする

①　由布山を敬い、眺めを大切にし、高さを低く抑えていく

②　盆地の程よい大きさを大切にし、看板を小さく抑えていく

③　看板と建物を一体的にデザインし、看板が小さく見えるように工夫していく

２．ひとの尺度を中心に、細やかな配慮を心がける

①　段階的な大きさの変化で空間を構成していく

②　まちゆく人や自転車の視点を中心に考えていく

③　目印となる樹木を尊重する

④　表情を豊かにする、細やかな部分を大切にしていく

３．周囲との調和を大切にし、控えめにつくる

①　敷地いっぱいに建てずにできた「ひき」のスペースを大切にする

②　場所と大きさを考えた色づかい

③　風景や建物と調和した素材

④　看板同士のデザインのバランスを考える

４．通りに対して堅く閉ざさないつくり方とする

①　奥を感じさせる看板のつけ方

５．まちゆく人をもてなす空間を、あちこちに用意しておく

①　暮らしぶりや住み手の気配りを魅せる

６．ゆふいん固有の素材感や風合いを大切にする

①　うまく年をとって、周りの風景となじんでいく素材を使う

看板をつくるにあたっての６つの心得

（『ゆふいん建築・環境デザインガイドブックより）　

『ゆふいん建築・環境デザインガイドブック』とは

　由布院盆地景観計画区域内において、屋外広告物の設置・掲示を

行う際には、この地に暮らす人々が相互協力・理解に基づいて由布

院盆地の環境を築いてきた経緯を踏まえ、『ゆふいん建築・環境デ

ザインガイドブック』に沿って周囲の町並みや環境との関係に配慮

しなければなりません。
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屋外広告物の高さ・面積等に関する許可基準（湯布院地域全域）屋外広告物の許可手続き（湯布院地域全域）

屋外広告物の一般基準A（湯布院地域全域）

　湯布院地域で屋外広告物を設置する際には、大分県屋外広告物条例に従い、原則として市の担当窓口

まで届出が必要となります。（ただし、表 1に示すものについては、届出は不要です。）

　屋外広告物は、方針、許可基準を満たすものしか設置できません。

湯布院地域における屋外広告物の設置に関する一般基準は、以下の通りです。

①都市美、自然美をそこなわないように色彩、形状、意匠等が周囲の環境に調和したものであること。

　広告物が稼動するものでないこと。

②夜間の照明を主とした広告物は、点滅の速度がゆるやかで、かつ、昼間においても良好な景観若しく

　は風致を害しないものであること。電飾が点滅するもの及び電飾で文字を表示するものでないこと。

③材料は、良質なものを使用し、風雨又は軽微な衝動によって破損、落下、倒壊の危険のないものであ

　ること。

④使用する色彩や素材等については、由布院盆地景観計画区域外であっても、許可基準の範囲内となる

　よう最大限配慮すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

湯布院地域における屋外広告物の高さ、面積等に関する許可基準は、表 2に示す通りです。

表 1　届出の必要がないもの（禁止地区を含む全地域）

表 2　湯布院地域（ただし禁止地区を除く）における屋外広告物許可基準
【高さ・面積等に関するもの】

※平成 22 年 4月以降新規に設置した広告物が対象

由布院盆地景観計画区域における屋外広告物の色彩、素材等に関する許可基準は、以下の通りです。

①屋外広告物の色彩は、下に挙げる通りとする。

　（1）地色※1 に使用する色彩は、表 3に従って低彩度のものとする。

　（2）掲示物件に使用する色彩は、表 3に従って低彩度のものとする。

　（3）その他の色彩は、周辺景観に配慮し、落ち着いたものとするよう努める。

②屋外広告物には原則として写真等は掲載しないものとする。やむをえず写真等を掲載する場合は、

　表示面積の 1/3 以内とし、その色彩は①の（1）に従うものとする。

③屋外広告物に設ける光源について、極端に刺激性の強い光源は避ける。

④屋外広告物は必要最小限にとどめ、周辺の良好な景観の形成に寄与するよう努める。

⑤屋外広告物に使用する色数は出来る限り少なくなるよう努める。

⑥屋外広告物の素材は、維持管理や経年変化を考慮し、また反射性のある素材など周辺の景観と著し

　く調和しない素材の使用を避けるよう努める。

　　※1 広告物の地色とは、文字その他具体的な図柄以外の全ての色彩を指します。
　　※　木・土・石など自然素材そのものの色彩に①は適用しません。
　　※　部分的に使用され、良好な景観形成上支障のない最小限の色彩に①は適用しません。
　　※　既存の屋外広告物で①②③を満たさないものは、改修等の際に、①②③を満たすこととします。

屋外広告物の色彩・素材等に関する許可基準（由布院盆地景観計画区域内）
※但し、由布院盆地景観計画区域外でも最大限配慮すること

参考：マンセル値

　マンセル値とは、日本工業規

格（Z8721）に定める表面色の

色知覚の 3属性（色相・明度・

彩度）を尺度化して表示する方

法（マンセル表色系）における

当該尺度をいう。

◎色相…10 種の基本色を示すア

ルファベットとその度合いを示

す 0～ 10 の数字を組み合わせ

て 5R、7.5YR などのように示す。

◎明度…明るさの度合いを 0～

10 の数値で表す。

◎彩度…鮮やかさの度合いを 0

～ 16 程度の数値で表す。

　この 3つの属性を用いて「色

相　明度 /彩度」の順番で表記

し、有彩色は 5R7/4.0、無彩色

は N5 のように示す。 
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図 1　由布院盆地景観計画区域における屋外広告物の色彩に関する基準
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表 3　由布院盆地景観計画区域における
屋外広告物許可基準【色彩（明度・彩度）に関するもの】

※マンセル値による


